
　

蔵
を
活
用
し
た
「
日
本
一
小
さ
な

『
蔵
』
美
術
館
」
が
、
５
月
１
日
、

上
菅
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

美
術
館
１
階
は
一
般
に
開
放
す
る

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
２
階
は
掛
け
軸

や
刀
剣
、
書
状
な
ど
江
戸
時
代
を
中

心
と
し
た
古
美
術
品
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

開
館
を
記
念
し
て
、
溝
口
町
出
身

の
農
民
画
家
、
故
岡
野
三
郎
さ
ん
の

油
絵　

点
を
展
示
。
春
の
大
山
を
描
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い
た
作
品
な
ど
は
、
訪
れ
る
人
た
ち

の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

蔵
は
、
小
谷
博
徳
さ
ん
（
上
菅
）

の
所
有
で
、
２
階
建
て
の
述
べ
約　
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平
方
㍍
。
地
域
の
文
化
振
興
の
場
と

し
て
蔵
を
美
術
館
に
改
装
し
よ
う
と
、

小
谷
さ
ん
が
企
画
し
ま
し
た
。

　

震
災
で
白
壁
や
天
井
の
一
部
が
壊

れ
て
い
ま
し
た
が
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
開
館
を

迎
え
ま
し
た
。
昨
年　

月
か
ら
蔵
の
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内
装
や
周
辺
環
境
の
整
備
、
油
絵
の

掃
除
な
ど
延
べ　

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
館
を
迎
え
、
小
谷
さ
ん
は
「
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
こ
こ

ま
で
こ
れ
ま
し
た
。
こ
の
美
術
館
を

ジ
ゲ
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
四
季
を
通
じ
て
年
４
回
、

１
週
間
程
度
無
料
開
館
す
る
予
定
で
、

希
望
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
開
館
さ
れ

ま
す
。
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交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

５
月
５
日
、
交
通
安
全
県
境
テ
ン
ト

村
が
、
新
見
千
屋
温
泉
入
口
で
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
鳥
取
・
岡
山
県
の
交

通
安
全
関
係
者
約　

人
が
参
加
し
、

70

行
楽
に
出
か
け
る
通
行
車
両
に
手
作

り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
を

配
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
事
故
の
な
い
よ
う
に
」
な
ど
と
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ン
ト
村
は
、
明
地
峠
が
鳥

取
県
と
岡
山
県
の
県
境
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
鳥
取
県
交
通
安
全
協
会
黒
坂

支
部
と
新
見
交
通
安
全
協
会
千
屋
支

部
が
交
通
安
全
を
願
っ
て
企
画
。
春

と
秋
に
岡
山
県
側
と
鳥
取
県
側
（
明

地
峠
）
で
交
互
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

蔵
を
改
装
し
て
美
術
館
に
変
身

　
　
　
　

日
本
一
小
さ
な
「
蔵
」
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転

　
　
　
   　

新
見
千
屋
で
交
通
安
全

ン
ト
村
が
開
設

雄大な春の大山に見入る来場者

テープカットし開館を祝う関係者

ドライバーに事故防止を呼びかける


